間に 対して 頗る 無愛想で あるが、 こ、 ろ を 許した 友に 

対して は 話 はな かく 跳む 方で あるから、 三人 は 火鉢 

を 前にして、 冬の 夜の 寒さ を 忘れる までに 語りつ 5- け 

た。 そのうちに 何 かの 話から 主人の 潢南 はこん な こと 

を 云 ひ 出した。 

「御存知 かしらぬ が、 先頃 ある 人から こんな こと を 聴 

きました。 日本 橋の 茅場 町に 錦と かいふ 鰻屋が ある さ 

うで、 そこの 家で は 鰻 や 泥鰌の ほかに 泥 亀の 料理 も 食 

はせ るので、 なか/^^繁昌すると ぃふことです。 その 

店 は 入口が 帳場に なって ゐて、 そこ を通リ ぬける と 中 

庭が ある。 その 中庭 を 廊下 づた ひに 奥座敷へ 通る こと 



の 職人に なって ゐ ると かいふ 噂 を 馬 琴 も 度々 聞いて ゐ 

るので、 その 叔父に 就て 何 か 語る の を 甥の 有 年 も 流石 

に 恥 ぢてゐ るので あらう かと 思 ひやる と、 馬 琴 もす こ 

し 気の毒に なった。 上野の 五つ (午後 八 時) の 鐘が き 

こえた。 

「お、、 もう 五つに なりました。」 と、 馬 琴 は 帰り支度 

にか、 らうと した。 

「いや、 まだお 早う ございます。」 と、 有 年 は 押 止めた。 

「今 もこ、 の 主人に 云 はれた のです が、 実は わたくし 

の 叔父に ついて 一 つの 不思議な 話が あるの を、 今から 

五 年 ほど 前に 初めて 聴きました。 まことにお 恥 かしい 



次第です が、 私の 叔父と いふの は 箸に も 棒に も か、 ら 

まち や 

ない 放蕩 者で、 若い ときから 町家の 住居 をして、 それ 

から それへ と 流れ 渡って、 たうとう 左官 屋 になって し 

まひました。 それでも だん/^ に 年を取る に 連れて、 

職 もお ぼえ、 人間 も 固まって、 今日で は 先 づ三四 人の 

職人 を 使 ひ 廻して ゆく 親方 株に なりました ので、 こ、 

の 家 へ も わたくしの 家 へ も 出入り をす る やうに なり ま 

した。 さう いふ 縁が あります ので、 わたくし 共の 家で 

壁 をぬ リ換 へる 時に、 叔父に その 仕事 をた のみます と、 

叔父 は 職人 を 毎日よ こして くれまして、 自分 もと 

き-^ に 見廻り に 来ました。 そこで、 ある 日の 昼飯に 



うなぎの 蒲 焼 を 取 寄せて 出します と、 叔父 は 俄かに 顔 

の 色 を 変へ て、 いや 鰻 は 真平 だ。 早く あっちへ 持って 

行って くれと 云 ふので す。 これが 普通の 職人なら ば、 

うなぎの 蒲 焼な ど を 食 はせ る 訳 もない のです が、 職人 

と 云っても 叔父の 事です から、 わたくし 夫婦 も 気 をつ 

け て わざ /\ 取 寄せ て 出した のに、 見る の も 忌 だと 云 

はれる と、 こっち もなん だか 詰らない やうな 気に もな 

ります。 殊に 家内 は 女の ことです から、 すこし 顔の 色 

を 悪く したので、 叔父 も 気の毒に なったら しく、 これ 

に は 訳の ある こと だから 堪忍して くれ。 兎も角も 江戸 

の 職人 をして ゐて、 鰻が 嫌 ひだな どと いふの は 可笑し 



養 はれて ゐた。 

それから、 二三 日の 後に、 山 ロ屋の 主人が ひとりの 

友 だち を 連れて来た。 かれの 口癖で、 門 をく > ると 直 

ぐに 訊いた。 

「どうだい。 筋の い、 のが あるかね。」 

「めつぼう 荒い のが ございます。」 と、 亭主 は 日本 橋で 

彼の 大 うなぎ を 発見した こと を 報告した。 

「それ はありが たい。 すぐに 焼いて 貰 はう。」 

ふたりの 客 は 上機嫌で 二階へ 通った。 待ち設けて ゐ 

たこと であるから、 亭主 は生簀 から 先づ 一 匹の 犬うな 

ぎ をつ かみ 出して、 すぐに それ を 裂かう とすると、 多 



年 仕馴れた 業で あるのに、 何う した あやまち か 彼 は 鰻 

錐で 左の 手 をした、 かに 突き 貫いた。 

「これ はいけ ない。 お まへ 代って 裂いて くれ。」 

かれは 血の 滴る 手 を か、 へて 引 込んだ ので、 吉次郎 

は 入れ 代って 俎板に むかって、 いつもの 通りに 裂かう 

とすると、 その 鰻 は 蛇の やうに かれの 手へ きり/ \と 

からみ 付いて、 脈の 通はなくなる ほどに 強く 締めた の 

で、 左の 片手 は しびれる ばかりに 痛んで 来た。 吉次郎 

もお どろいて 少しく その 手 を ひかう とすると、 うなぎ 

は 更に その 尾 を そらして、 かれの 脾腹を 強く 打った の 

で、 これ も 息が 止まる かと 思 ふ ほどの 痛み を 感じた。 



かさね，^ の 難儀に 吉次郎 も 途方に くれたが、 人 を 呼 

ぶの も 流石に 恥 かしい と 思った ので、 一 生 懸命に 大ぅ 

なぎ をつ かみながら、 小声で かれに 云 ひき かせた。 

「いくらお 前が じたばたした ところで、 所詮 助かる 訳 

の もので はない。 どうぞ おとなしく 素直に 裂かれて く 

れ。 その代り におれ は 今日 かぎりで 屹 とこの 商売 を や 

める。 判った か。」 

それが 鰻に 通じた とみえて、 かれは からみ 付いた 手 

を 素直に 巻き ほぐして、 俎板の 上で 安々 と 裂かれた。 

吉次郎 は先づ 安心して、 型の ごとくに 焼いて 出す と、 

連れの 客 は 死人 を 焼いた やうな 匂 ひがす ると 云って 箸 



「これ も おれの 気の せゐ だ。」 

かう 思 ひながら よく 視 ると、 ひとつ 残って ゐた 彼の 

大 うなぎ は 不思議に 姿 を 隠して しまった。 一 度なら ず、 

一 一度 三度の 不思議 をみ せられて、 吉次郎 はいよ/ \ 怖 

ろしくな つた。 かれは 夏の みじか 夜の 明ける を 待ち か 

ねて、 養家のう なぎ 屋を 無断で 出奔した。 

上 総に 身寄りの 者が あるので、 吉次郎 は先づ そこへ 

迪り 着いて、 当分 は 忍んで ゐる 事に した。 併し 一旦 そ 

の 家の 養子と なった 以上、 いつまでも 無断で 姿 を 隠し 

てゐ るの はよ くない。 万一 養家の 親た ちから 艇 落の 届 

けで も 出される と、 お まへの 身の 為になる まいと 周囲 



ゐた。 

「なんでも その 鰻と いふの は 馬鹿に 大きい もので あつ 

たさう です。」 と、 有 年 は 更に 附加 へた。 「伯父の 手 を 

三 まき も 巻いて、 まだ その 尾の さきで 脾腹を 打った と 

いふので すから、 その 大きさ も 長さ も 思 ひ やられます- 

打 たれた 跡 は 打 身の やうに なって、 今でも 暑さ 寒さに 

は 痛む とい ふこと です。」 

それから 又 色々 の 話が 出て、 馬 琴と 有 年と がそ こ を 

出た の は、 その 夜 ももう 四つ (午後 十 時) に 近い 頃で 

あった。 風 はいつ か 吹き やんで、 寒月が 高く 冴えて ゐ 

た。 下町の 家々 の 屋根 は 霜を置いた やうに 白かった。 
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